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けることと支えること）、〈wind and wetir〉（風と水）、〈schott end schield〉（剣と盾）、〈betenth 
en betimbrath〉（行為と挙動）、〈friendefreesch〉（自由で溌剌）といった頭韻や脚韻を踏んだ対
句表現が見られる。13 世紀から 20 世紀までの長期にわたってドイツ法に影響を及ぼした『ザ
クセン法鑑』にも、〈gut oder gelt〉（財産または金銭）、〈schuld und schaden〉（罪と害）、〈halten 

















































































































































1805 年 3 月 1 日付の書簡で、ヤーコプは弟に書いている。
 
「私たちの傑出した蔵書について語りあおう。きみはゲーテの新しい作品集の第 1 巻と第 2
巻を、もう注文して手に入れたかい。だとすると第 2 巻にはどのような詩が載っているん
だね。それぞれの著作集の収録内容に、私はかなり要領を得てきた。まずウンガー社が出




ウンガー版の第 7 巻にも収録されているからで、それが今回の版では第 2 巻に収録される
のではないかと思うのだ」（GrGri, 42）。
 
ライプツィヒのゲッシェン社は 1787 年から 1790 年に『ゲーテ著作集』全 8 巻を、ベルリンの
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　2020 年のデータによると、話者が多い言語は、第 1 に英語の 12 億 6,800 万人、第 2 に中国語（北
京語のみ）の 11 億 2,000 万人、第 3 にヒンディー語の 6 億 3,700 万人、第 4 にスペイン語の
5 億 3,800 万人、第 5 にフランス語の 2 億 7,700 万人、第６に標準アラビア語の２億 7,400 万
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人、第 7 にベンガル語の 2 億 5,200 万人、第 8 にロシア語の 2 億 5,800 万人、第 9 にポルトガ




















































































































ヤーコプ・グリムが、『ドイツ文法』第 1 巻初版を刊行した。彼らの活躍によって、1800 年代
後半から 1810 年代後半にかけて、比較言語学という学問分野が急激に成長した。ヤーコプ・グ





の書物を読んだヤーコプは、『ドイツ文法』第 2 巻（1826 年）を刊行する前に、第 1 巻を改訂

























献辞のことを伝えられていたサヴィニーは、1818 年 6 月 27 日付の書簡でヤーコプに書いている。
 






























































































「3 つの性としての男性、女性、中性。3 つの数としての単数、双数、複数。3 つの人称と
しての 1 人称、2 人称、3 人称。3 つの態としての能動態、中動態、受動態。3 つの時制と

























ヤーコプは、『ドイツ文法』第 1 巻第 2 版を印刷に回しはじめていた 1820 年に、書簡でも同様
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奪われてしまいました。ですがドイツ人の場合はそれ以上でした。宮廷風の風潮は不条理を
















「本来の正当な敬語表現は〈du bist gut.〉（あなたは良いのですよ）だったのですが、まず 2
人称複数の主語になぜか単数の形容詞を組みあわせて、〈ihr seid gut〉と言うような習慣が
でき、果ては、もとは 3 人称複数の主語を 2 人称として用いて、かつ単数の形容詞を組み





















































9 世紀の高地ドイツ語は 13 世紀の高地ドイツ語よりも純粋で、4、5 世紀のゴート語は 8、
9 世紀の高地ドイツ語よりも完全だ。それゆえに 1 世紀にドイツ民族が話していた言語は、









































































「私はヴィルヘルムに「私は A をやるつもりだ。B をやってくれたまえ」と言った。ヴィル
ヘルムの返答は、「それはぼくにはせわしすぎる。D からやらせてほしい」というものだった」
（JG 1984, Bd. 1, LXIV）。
 








（JG 1984, Bd. 1, 259, Anm.）。
 
辞典の続行は、何世代にもわたる後継者たちの活動に任された。第 1 巻の序文によると、この
巻が刊行されたとき、協力者は 83 名だった（JG 1984, Bd. 1, LXVI）。この辞典の企画にグリム
兄弟が取りくみはじめたのが 1838 年、第 1 巻の刊行が 1854 年、ヴィルヘルム・グリムの死去
が 1859 年、ヤーコプ・グリムの死去が 1863 年だった。彼らの死後、ドイツ帝国が成立し（1971
年）、第一次世界大戦（1914–1918 年）、ドイツ革命（1918 年）、ナチス政権成立（1933 年）、
第二次世界大戦（1939–1945 年）、東西ドイツ成立（1949 年）を経て、この辞典が完結したのは、

























































1837, 210; Heine 1854, 217–218）、このような立場ならば、私たちに矛盾を感じさせない。
　ティークの文学史観について言及した箇所（2. を参照）でも述べたことだが、グリム兄弟は
文学史に神慮を見た。1811 年 5 月 20 日付の書簡で、ヤーコプ・グリムは、ハンス・ゲオルク・





























































































く伝えている。『ドイツ神話学』は、初版が 1835 年に、増補された第 2 版が 1844 年に、さら
に増補された第 3 版が 1854 年に刊行された。ヤーコプの没後、エラルド・フーゴー・マイヤー
が、遺稿として残された覚え書きを追加して、第 4 版を 1875 年から 1878 年にかけて刊行した。
1812 年と 1815 年に初版が、1922 年に第 2 版が刊行された昔話注釈に関しては、特に 1856
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イツ神話学』第 2 版で、ヤーコプは、彼らは本来はノルド神話の 2 柱の神、オーディンとロキだっ
たが、キリスト教の普及によって聖書風に変形させられたと考える（JG 1844, Bd. 1, XXXVI–
XXXVII）。この見解は第 3 版でもそのまま残されているが（JG 1854, Bd. 1, XXXVI–XXXVII）、ヴィ









































めると、2 頭のヤギは蘇生する。ただし蘇生前に 1 本の大腿骨が割けていたため、1 頭は足を悪
くしていた（ネッケル , 260–261）。ヤーコプは、『ドイツ神話学』第 3 版で、この神話をドイ
ツの昔話に関連づけていないが、同書第 4 版の記述では上に引用した箇所を再録した上で（JG 
1875, 154）、直後に注釈を付けて、「ビャクシンの話」への参照指示をおこない、別の神話にも
言及する（JG 1875, 154, Ann. 1）。
「ゼウスとタンタロスの神話で、デーメーテールはペロプスの肩を食べてしまうが、これは
ヤギの腿が割られて、足が悪くなってしまうことを思いださせる。オシリスの神話や聖アー
ダルベルトも参照されたい」（JG 1875, 154, Ann. 1）。
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